
令和 5 年度船橋市消防局採用説明会 質問集 

採用について 

 

Q： 県外からの受験でも不利になることはありませんか。 

A： 居住地等は試験結果に一切関係ありません。 

当局でも多くの市外・県外出身者が勤務しています。 

  

Q： 昨年は転職して採用された方は何名いますか。 

A： 昨年、採用前に職歴があった者は１名です。 

なお、学歴と同様に、職歴も採用には関係ありません。 

  

Q： 既往歴等があり、担当医師から、日常生活や仕事に関する制限等がない

診断を受けている場合、採用は可能ですか。 

A： 二次試験には健康検査があり、消防吏員として職務遂行に必要な身体及

び健康度を検査し、選考時の判断材料の一つとしていますが、その際の

健康診断で担当医師から「就労に支障がない」旨の診断があれば、選考

に影響はありません。 

  

Q： BLS の資格を持っていれば加点となりますか。 
※BLS…ベーシック・ライフ・サポートの略で、心肺停止または呼吸停止に対する
一時救命措置のこと。 

A： 保有する資格が試験で加点されることはありません。 

しかしながら、消防業務に役立つ資格を保有しておけば、採用後に必ず

役に立つと思います。 

  

Q： 現役高校生は毎年何人程度採用していますか。 

A： 昨年は１８人中３人、一昨年は５４人中１１人でした。 

当局の試験は学歴に関係なく、全て成績上位の順で合格が決定しますの

で、採用人数は毎年一定ではありません。 

  

Q： 面接に力を入れていますか。 

A： 面接試験を実施する第２次試験は、面接の結果がすべてとなります。 

  

 ※消防は規律を重んじる職業で、第一印象がとても大事です。 

入室する前には身だしなみを整え、面接の際には「姿勢正しく」「大き

な声で」「元気よく」受け答えすることが大切だと思います。 

  

Q： 論文の試験はないのでしょうか？ 

A： 当局の採用試験には論文試験はありません。 

  

 ※他市の試験対策に比べて、論文がない分、その他の試験の対策に力を

入れることができると思います。 

 

 

 



 

Q： 体力検査はどのくらい重要視されていますか。 

A： 厳しい環境下で業務にあたる消防職員にとって、体力は必要不可欠なも

のになりますので、一定の基準以上の体力を求めています。 

  

 ※文部科学省の「新体力テスト」を基に、どの種目もできる限り上位の

評価となるようにトレーニングに励んでください。 

  

Q： 身長等の身体的な制限はありますか。 

A： 身長等の制限は平成 30 年度に廃止しました。 

現在は、視力及び聴力以外に身体的な制限はありません。 

詳しくは受験案内をご確認ください。 

 

勤務等について 

 

Q： 船橋市内での異動は、頻繁に行われるのでしょうか。 

また、配属先はどのように決定されるのでしょうか。 

A： 平均すると３年前後で異動しますが、早ければ１年で異動することもあ

ります。保有している資格や職員の希望などによって異動が行われます。 

  

Q： 救急隊と警備隊を分けて業務を行っていますか。 

A： 当局の救急隊員は 16 隊全て専任の救急隊となっていますので、救急隊

員となれば救急業務に従事することとなります。 

ただし、当局には非常用救急車隊が 2 隊あり、救急出動が輻輳した場合

は、救急の資格をもった警備隊員が救急車に乗り換えて救急出動します。 

  

Q： 救急救命士の有資格者でなくても救急隊を希望することはできますか。 

A： 可能です。千葉県消防学校の初任教育「初任科」を卒業した後、「救急科」

を卒業すれば、救急業務に従事することができ、救急隊員になることが

できます。 

  

Q： 予防業務に携わる上で資格は必要ですか。 

A： 予防業務に携わるのに特別必要な資格はありません。ただし、多くの消

防関連業務の中でも、予防業務は消防法令等の知識をより必要とします。 

各職員、自身で勉強し、中には「予防技術検定」を受検する者や「消防

設備士」や「建築士」の資格を自主的に取得する職員もいます。 

なお、資格取得のための費用は、その一部を公費で助成しています。 

  

Q： 予防業務に力を入れているとのことですが、具体的にどのようなことで

すか。 

A： 火災予防広報に力を入れています。消防局で運用する消防音楽隊に、市

民協働の一環として音楽経験のある市民の方が市民音楽隊員として参加

し、職員とともに演奏による消防広報を実施しています。 



 

その他について 

 

Q： 入局後、どのような研修受講や資格取得ができますか。 

A： 入局後に受講及び取得できる研修及び資格は、消防年報に取りまとめて

いますので、市ホームページからご確認ください。 

https://www.city.funabashi.lg.jp/kurashi/shoubou/007/p107568.html 

  

Q： 船橋市で働きたいと思った理由を教えてください。 

A： 市のホームページにて、船橋市消防局の業務を紹介しており、その中で

各職員が志望動機を述べていますので、是非ご覧ください。 

https://www.city.funabashi.lg.jp/kurashi/shoubou/012/p113890.html 

  

 

 

以上の質問の他にも、様々な質問をいただきました。 

回答については、市ホームページに「採用に関連するよくある Q＆A」として掲

載しておりますので、こちらからご確認ください。 

 

URL：https://www.city.funabashi.lg.jp/kurashi/shoubou/012/p113142.html 

 

中核市最大の都市である船橋市は、都市機能が充実しており、様々な産業のバラ

ンスが取れ、街と自然が調和した街です。 

受験者の皆さん、船橋市消防局職員一同、船橋市と市民の安全・安心を一緒に守

れる日を心からお待ちしております！！ 
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